
  
 

富

岡

製

糸

場

富

岡

製

糸

場

富

岡

製

糸

場

富

岡

製

糸

場    
    
    
    

繰

糸

場

の

正

面

上

に

「

明

治

五

年

」

と

刻

み

込

ま

れ

た

文

字

が

見

え

、

そ

こ

に

は

歴

史

を

思

わ

せ

風 

格

が

漂

う

。

私

は

知

ら

な

か

っ

た

が

、

若

い

人

達

は

学

校

で

習

っ

た

と

か

で

「

富

岡

製

糸

場

」

の

事

を

ほ

と

ん

ど

の

人

達

が

よ

く

知

っ

て

い

る

。 

群

馬

県

の

こ

ん

な

に

遠

い

所

へ

、

二

十

歳

代

の

亡

父

が

単

身

赴

任

し

た

。

福

岡

県

の

師

範

学

校

で

教

員

免

許

を

取

得

し

た

ば

か

り

の

父

が

、

は

る

ば

る

東

京

を

経

て

群

馬

の

は

ず

れ

ま

で

、

た

っ

た

独

り

で

や

っ

て

来

た

の

だ

。

よ

ほ

ど

の

使

命

感

に

燃

え

て

の

こ 

第第第第１０５１０５１０５１０５号号号号    平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年２２２２月月月月１１１１日日日日    

リハビリテーリハビリテーリハビリテーリハビリテーションションションション    

デイサービス葵・編イサービス葵・編イサービス葵・編イサービス葵・編集集集集委員会委員会委員会委員会    

練馬区東大泉３－１７－５練馬区東大泉３－１７－５練馬区東大泉３－１７－５練馬区東大泉３－１７－５    

カトウビル３Ｆカトウビル３Ｆカトウビル３Ｆカトウビル３Ｆ    

電話電話電話電話    ０３－３９７８－０９１９０３－３９７８－０９１９０３－３９７８－０９１９０３－３９７８－０９１９    

１

０

５

６

㌶

、

そ

れ

を

保

護

す

る

緩

衝

地

帯

３

５

７

９

㌶

に

及

ぶ

古

都

京

都

は

延

暦

十

三

年

（

七

九

四

年

）

、

中

国

の

都

城

を

模

範

に

、

日

本

の

首

都

・

平

安

京

と

し

て

建

設

さ

れ

、

平

安

時

代

か

ら

江

戸

時

代

ま

で

千

年

の

長

き

に

わ

た

り

繁

栄

し

て

き

た

。 

 

世

界

遺

産

に

登

録

さ

れ

て

い

る

資

産

は

、

い

ず

れ

も

芸

術

的

価

値

が

高

く

、

建

造

物

３

８

棟

が

国

宝

に

、

建

造

物

１

６

０

棟

が

重

要

文

化

財

に

庭

園

８

箇

所

が

特

別

名

勝

に

、

庭

園

４

箇

所

が

名

勝

に

指

定

さ

れ

て

い

る

。

創

建

当

時

の

建

造

物

は

、

し

ば

し

ば

発

生

し

た

大

火

や

兵

火

の

た

め

、

相

当

部

分

を

焼

失

し

て

し

ま

っ

た

が

、

再

建

を

く

り

返

し

、

現

在

も

日

本

文

化

の

象

徴

と

し

て

守

ら

れ

て

い

る

。

 

時

代

の

荒

波

に

ほ

ん

ろ

う 

２２２２

、

賀

茂

御

祖

神

社

（

か

も

み

お

や

じ

ん

じ

ゃ

）

・

・

・

下

賀

茂

神

社 

         

京

都

府

京

都

市(

位

置

図

参

照

）

に

あ

る

賀

茂

神

社

は

１

、

２

の

神

社

の

総

称

。 

古

代

の

賀

茂

氏

の

氏

神

を

祀

る

神

社

で

、

古

く

は

「

賀

茂

大

神

」

と

も

呼

称

し

た

。

両

社

の

祭

事

で

あ

る

葵

祭

は

特

に

有

名

で

あ

る

。

ま

た

、

こ

の

賀

茂

神

社

か

ら

勧

請

を

受

け

た

「

加

茂

神

社

」

「

賀

茂

神

社

」

「

鴨

神

社

」

な

ど

と

い

っ

た

神

社

が

日

本

に

は

三

百

社

あ

る

。

 

続

く 

 

次

号

以

降

も

順

次

名

所

社

寺

を

紹

介

す

る

予

定

で

お

り

ま

す

が

、

十

七

箇

所

に

及

び

ま

す

の

で

限

定

す

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。 

 ３３３３

、

教

王

護

国

寺

（

き

ょ

う

お

う

ご

こ

く

じ

）

・

・

・

東

寺 

４４４４

、

清

水

寺

（

き

よ

み

ず

で

ら

） 

５５５５

、

醍

醐

寺

（

だ

い

ご

じ

） 

６６６６

、

仁

和

寺

（

に

ん

な

じ

） 

～

と

続

き

ま

す

。 
さ

れ

な

が

ら

も

、

再

建

を

く

り

返

し

て

保

存

さ

れ

、

外

国

か

ら

の

侵

略

を

受

け

な

か

っ

た

こ

と

か

ら

異

文

化

に

よ

る

破

壊

が

な

く

、

第

二

次

世

界

大

戦

で

も

空

爆

を

ま

ぬ

か

れ

、

世

界

遺

産

へ

の

登

録

に

つ

な

が

っ

た

。 

            

１１１１

、

賀

茂

別

雷

神

社

（

か

も

わ

け

い

か

づ

ち

じ

ん

じ

ゃ

）

・

・

・ 

上

賀

茂

神

社 

と

に

違

い

な

い

。 

そ

こ

で

出

会

っ

た

、

こ

の

広

大

な

施

設

・

設

備

に

す

っ

か

り

感

動

し

、

骨

を

埋

め

よ

う

と

決

心

し

た

。

そ

の

強

い

意

志

が

当

時

の

写

真

に

写

っ

た

表

情

に

表

れ

て

い

る

。 

熱

心

な

ク

リ

ス

チ

ャ

ン

で

も

あ

っ

た

彼

は

、

大

勢

の

女

工

た

ち

の

教

育

を

担

当

し

厳

し

い

態

度

で

接

し

た

と

思

わ

れ

る

。

明

治

三

十

年

代

の

若 

い

父

に

と

っ

て

、

こ

こ

は

正

に

外

国

で

あ

っ

た

。

十

数

名

の

フ

ラ

ン

ス

人

が

常

駐

し

絹

糸

の

製

糸

、

輸

出

の

指

導

に

当

た

っ

て

い

た

。

ワ

イ

ン

を

飲

む

彼

ら

を

見

て

、

生

き

血

を

吸

う

と

噂

し

た

と

い

う

。

操

業

停

止

ま

で

の

一

一

五

年

間

、

休

ま

ず

活

躍

し

続

け

、 

１

月

度

行

事

の

結

果 

成

田

山

・

犬

吠

埼

・

香

取

神

社

一

泊

温

泉

旅

行 

 

１

６

（

木

）

、

１

７

日

（

金

）

成

田

山

参

拝

と

ウ

ナ

ギ

、

太

平

洋

を

見

下

ろ

す

露

天

ぶ

ろ

、

地

球

が

丸

く

見

え

た

犬

吠

埼

、

太

古

を

偲

ば

せ

る

香

取

神

宮

な

ど

、

盛

り

だ

く

さ

ん

で

す

が

ゆ

っ

た

り

と

し

た

旅

行

が

出

来

ま

し

た

。 

カ

ラ

オ

ケ

会 

２

４

日

（

金

）

バ

ン

バ

ン

に

て

１

１

名

の

参

加

。 

２

度

行

事

の

予

定 

麻

雀

大

会 

１

９

日

（

水

）

、

ベ

イ

ブ

に

て

開

催

。 

カ

ラ

オ

ケ

会 

２

１

日

（

金

）

バ

ン

バ

ン

に

て

開

催

。 

ス

カ

イ

ツ

リ

ー

・

亀

戸

天

神

梅

ま

つ

り

日

帰

り

旅

行 

２

５

日

（

火

）

、

３

５

０

メ

ー

ト

ル

の

展

望

フ

ロ

ア

か

ら

大

東

京

を

眺

め

、

亀

戸

天

神

の

３

０

０

本

の

梅

を

堪

能

し

ま

し

ょ

う

。 

 

台

湾

旅

行

の

お

知

ら

せ 

６

月

に

台

湾

旅

行

を

計

画

中

で

す

。

安

全

、

安

心

の

葵

友

の

会

ツ

ア

ー

に

ご

参

加

く

だ

さ

い

。 

（

事

務

局

長

） 

 

 
葵

友

の

会 

広

報

コ

ー

ナ

ー 

雑 

記 

帳 

「

詩

」

！！！！

大

空

大

空

大

空

大

空

！！！！    

河

西

千

恵

子 

 一 

空

の

色

は

海

の

色 
 

澄

ん

だ

青

色

一

色

の 
 

果

て

な

く

続

く

大

空

は

凡

て

を

包

ん

で

大

ら

か

に

み

ん

な

に

恵

み

を

惜

し

み

な

く

 

沢

山

与

え

て

呉

れ

る

の

よ 
二 

昼

間

に

は

雪

か

と 
見

ま

が

う

美

し

き 
 

白

雲

の

舟

を

浮

か

べ

て 

幸

せ

一

杯

運

ぶ

大

空

は 

人

の

心

を

柔

ら

か

く 

包

ん

で

優

し

さ

呉

れ

る

の

よ 

世評・時評 

今

は

創

業

当

時

の

ま

ま

の

姿

を

残

し

て

保

存

さ

れ

て

い

る

。

 
敷

地

面

積

五

万

三

千

七

百

三

十

八

平

方

メ

ー

ト

ル

（

一

万

六

千

二

百

五

十

五

坪

）

一

日

、

十

数

回

に

分

け

て

ガ

イ

ド

ツ

ア

ー

が

催

さ

れ

、

グ

ル

ー

プ

毎

に

詳

し

い

説

明

が

あ

っ

た

。

映

像

コ

ー

ナ

ー

で

は

現

在

の

製

糸

場

が

紹

介

さ

れ

、

他

に

も

フ

ラ

ン

ス

式

操

糸

器

の

実

演

や

、

座

繰

り

の

体

験

な

ど

が

あ

っ

た

。 

 

二

十

歳

の

父

と

同

じ

場

に

立

っ

て

、

同

じ

空

気

を

吸

っ

た

。

当

時

の

資

料

を

求

め

て

事

務

所

を

訪

れ

た

も

の

の

、

父

の

頃

の

も

の

は

な

か

っ

た

。

 

 

ユ

ネ

ス

コ

の

世

界

遺

産

登

録

が

来

年

に

も

実

現

し

そ

う

で

あ

る 
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日
本
日
本
日
本
日
本
のののの
世
界
遺
産

世
界
遺
産

世
界
遺
産

世
界
遺
産
め
ぐ
り

め
ぐ
り

め
ぐ
り

め
ぐ
り    

そ

の

五

 

古

都

京

都

（

文

化

遺

産

）

① 

三 

夜

に

は

星

の

耀

き

で 

大

空

す

べ

て

を

埋

め

尽

く

し 

夢

見

る

心

の

喜

び

と 

温

も

り

そ

っ

と

届

け

る

の 

眠

る

夜

空

の

月

光

は 

生

き

る

力

を

呉

れ

る

の

よ 

古都京都古都京都古都京都古都京都＜分布位置図＞    

1994 年 12 月 9 日文化遺産登録 

 

◆

編

集

委

員

会

よ

り 

「

あ

お

い

通

信

」

は

、

皆

様

か

ら

の

原

稿

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

係

員

・

飯

島

ま

で 

京

都

府

京

都

市

、

宇

治

市

、

滋

賀

県

大

津

市

に

点

在

す

る

「

古

都

京

都

の

文

化

財

」

登

録

。

平

安

時

代

か

ら

江

戸

時

代

ま

で

の

建

造

物

群

は

各

時

代

を

代

表

す

る

建

築

様

式

、

庭

園

様

式

、

文

化

的

背 

景

を

今

に

伝

え

て

い

る

こ

と

、

そ

れ

ら

の

建

造

物

群

は

日

本

全

国

の

建

築

様

式

、

庭

園

様

式

の

発

展

に

大

き

な

影

響

を

お

よ

ぼ

し

た

こ

と

が

評

価

さ

れ

文

化

遺

産

登

録

と

な

っ

た

。

登

録

地

域

の

面

積

は 

上賀茂神社 

下賀茂神社 



 

 

   古

川 

み

さ

子

（

月

、

金

） 

七

十

代

か

ら

ジ

ム

で

水

泳

を

習

い

始

め

、

ク

ロ

ー

ル

、

背

泳

ぎ

と

や

っ

と

泳

げ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

こ

ろ

で

体

調

が

悪

く

な

り

ま

し

た

。

早

く

復

帰

し

た

い

で

す

。 

私

達

は

通

常

、

健

康

の

指

針

と

し

て

血

圧

・

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

・

血

糖

値

・

肝

機

能

・

貧

血

等

に

関

心

を

払

う

も

の

の

、

白

血

球

に

は

さ

ほ

ど

注

目

し

な

い

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

白

血

球

が

如

何

に

細

菌

や

ウ

イ

ル

ス

等

か

ら

体

を

守

る

重

要

な

役

割

を

司

っ

て

い

る

か

、

私

は

如

実

に

体

験

し

ま

し

た

。

昨

年

八

月

十

二

日

の

朝

、

平

常

ど

お

り

葵

で

朝

の

体

操

が

終

り

、

サ

ア

次 

の

時

の

症

状

は

下

痢

と

，

下

肢

の

猛

烈

な

痛

み

と

だ

る

さ

・

高

熱

だ

っ

た

の

で

、

単

な

る

脱

水

症

だ

と

思

っ

て

い

ま

し

た

が

、

数

日

後

、

通

常

三

千

～

一

万

個

の

白

血

球

が

八

百

個

し

か

な

い

こ

と

が

判

り

、

白

血

病

の

治

療

室

に

隔

離

さ

れ

ま

し

た

。 
減

少

の

理

由

は

、

二

年

前

に

飲

み

始

め

た

リ

ュ

ウ

マ

チ

の

新

薬

に

白

血

球

の

増

殖

を

抑

制

す

る

作

用

が

あ

り

、

発

症

と

同

時

に

急

激

に

増

加

し

た

白

血

球

が

細

菌

と

戦

っ

て

討

ち

死

に

し

た

後

、

増

殖

出 

ほ

う

が

名

前

は

カ

ッ

コ

い

い

な

ー

と

思

っ

て

い

る

の

は

置

い

と

い

て

、

気

に

な

る

の

は

こ

の

キ

ュ

ウ

リ

。

今

は

冬

。

『

河

童

忌

』

は

７

月

で

は

な

い

か

。

こ

れ

は

も

し

や

、

私

と

同

じ

く

芥

川

賞

を

狙

う

者

の

仕

業

か

!?

 

愚

か

な

り

。

い

く

ら

命

日

に

「

河

童

」

が

付

い

て

も

芥

川

氏

は

人

間

。

し

か

も

好

物

は

甘

い

も

の

。 

キ

ュ

ウ

リ

を

供

え

た

人

間

に

勝

っ

た

つ

も

り

で

、

ハ

タ

と

気

づ

け

ば

、

ま

だ

小

説

の

一

本

も

書

い

た

こ

と

の

な

い

私

。

芥

川

賞

最

高

齢

受

賞

者 

に

訊

か

れ

ま

し

た

。

「

作

家

」

と

私

、
「

資

格

い

ら

な

い

じ

ゃ

ん

！

」

と

呆

れ

ら

れ

ま

し

た

が

、

長

年

ひ

そ

か

に

芥

川

賞

を

狙

っ

て

い

ま

す

。 

実

家

の

菩

提

寺

に

芥

川

龍

之

介

大

先

生

の

墓

が

あ

る

の

で

、

父

の

墓

参

り

の

度

に(

つ

い

で

に)

お

参

り

し

て

い

ま

す

。

ど

う

か

芥

川

賞

を

獲

ら

せ

て

く

だ

さ

い

、

と

墓

に

祈

る

。

こ

の

時

点

で

間

違

っ

て

い

ま

す

。

芥

川

賞

創

設

者

の

菊

池

寛

氏

の

墓

参

り

を

す

る

ほ

う

が

良

い

は

ず

。 

先

日

も

芥

川

氏

の

墓

参

り 

一

か

月

の

闘

病

生

活

が

続

き

、

何

度

か

も

う

私

も

最

後

か

な

と

思

う

事

が

あ

り

ま

し

た

。 

    

一

か

月

の

治

療

の

後

は

寝

た

き

り

で

動

け

ず

、

今

よ

う

や

く

歩

行

器

で

歩

く

ま

で

に

回

復

し

ま

し

た

が

、

白

血

球

の

防

御

力

、

抵

抗

力

、

免

疫

力

が

無

け

れ

ば

人

間

は

生

き

ら

れ

な

い

こ

と

を

、

身

を

以

っ

て

感

じ

た

次

第

で

す

。 

 

   

東

京

 

豊

島

区

で

生

ま

れ

練

馬

区

に

来

て

４５

年

以

上

が

経

ち

ま

し

た

。

仕

事

は

色

々

な

職

業

に

携

わ

っ

て

き

ま

し

た

が

、

最

終

的

に

パ

ソ

コ

ン

・

ＩＴ

業

界

に

２０

年

以

上

勤

務

し

ま

し

た

。

今

回

、

日

曜

日

の

み

で

す

が

「

葵

」

に

お

世

話

に

な

り

ま

す

。 

先

輩

や

職

員

さ

ん

の

指

導

の

下

、

利

用

者

様

に

安

全

・

安

心

し

て

乗

っ

て

頂

け

る

よ

う

に

日

々

努

力

致

し

ま

す

。 

白

血

球 
 
 

山

村

匡
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       久

慈 

壮

太

（

土

） 

趣

味

は

絵

を

描

く

こ

と

。

水

彩

画

で

、

静

物

画

を

描

い

て

い

ま

す

。

庭

の

手

入

れ

、

椿

、

梅

な

ど

の

木

を

剪

定

し

ま

す

。

草

取

り

は

大

変

で

す

。

 

     

望

者

は

早

々

ど

こ

か

に

転

属

し

て

行

っ

た

の

で

す

。 

私

た

ち

は

飛

行

機

操

縦

練

習

生

（

飛

練

生

）

と

し

て

土

浦

か

ら

宮

崎

の

冨

髙

航

空

基

地

（

日

向

市

）

へ

転

属

に

な

り

ま

し

た

。

二

日

後

、

冨

髙

駅

に

着

き

列

車

か

ら

降

り

て

外

へ

出

る

と

、

基

地

か

ら

迎

え

に

来

た

眼

光

鋭

い

下

士

官 

在

郷

軍

人

と

隣

組

の

人

た

ち

に

送

ら

れ

、

お

詣

り

に

行

き

ま

し

た

。 

翌

朝

十

二

月

一

日

、

伊

勢

湾

に

面

し

た

三

重

海

軍

航

空

隊

に

入

隊

し

、

明

日

か

ら

飛

行

機

搭

乗

員

（

パ

イ

ロ

ッ

ト

）

と

し

て

厳

し

い

基

礎

訓

練

が

は

じ

ま

り

ま

し

た

。

そ

し

て

三

月

に

は

私

た

ち

甲

飛

十

三 

を

目

指

し

て

、

そ

ろ

そ

ろ

本

気

を

出

そ

う

か

な

ぁ

と

想

う

あ

る

晴

れ

た

一

日

で

し

た

。 

自

画

像

自

画

像

自

画

像

自

画

像    

初

空

に 

鳩

の

旋

回 

ゆ

っ

た

り

と 

冬

め

く

や 

日

差

し

を

浴

び

て 

シ

ク

ラ

メ

ン 

相

田

美

代

子 

久

々

に 

友

と

相

見

て 

過

ぎ

し

日

の 

貧

し

き

日

々

を 

笑

み

つ

つ

語

る 

そ

れ

〲

に 

趣

味

の

自

慢

大

き

く

て 

今

宵

の

宴

は 

同

期

の

集

い 
 

麻

生

伊

登

子 

次

の

岩

国

基

地

に

移

動

し

ま

し

た

。 
 
 
 
 

続

く 

は

何

を

、

と

思

っ

た

途

端

に

急

に

気

分

が

悪

く

な

り

ま

し

た

。

自

宅

へ

連

れ

て

帰

っ

て

貰

っ

た

頃

に

は

三

十

九

℃

の

熱

で

意

識

は

朦

朧

。

そ

の

ま

ま

救

急

車

で

荻

窪

の

衛

生

病

院

へ

搬

送

さ

れ

ま

し

た

。

 

そ

の

時

の

症

状

は

下

痢

と

，

下

た

練

習

生

も

い

た

の

で

す

。

こ

の

基

地

は

戦

闘

機

（

０

戦

）

の

訓

練

基

地

で

し

た

が

四

月

か

ら

訓

練

航

空

隊

に

な

っ

た

の

で

す

。 

そ

し

て

中

間

練

習

機

が

終

わ

り

、

次

の

編

隊

飛

行

か

ら

特

殊

飛

行

へ

進

ん

だ

頃

ガ

ソ

リ

ン

の

欠

乏

の

た

め

ア

ル

コ

ー

ル

混

合

ガ

ソ

リ

ン

で

の

訓 

 

を

し

た

と

こ

ろ

、

墓

前

に

キ

ュ

ウ

リ

が

３

本

あ

る

！

ピ

ン

と

き

ま

し

た

。

『

河

童

忌

』

で

す

。

ご

存

知

の

通

り

『

河

童

忌

』

と

は

芥

川

龍

之

介

の

命

日

で

す

。

実

は

、

太

宰

治

の

命

日

で

あ

る

、

『

桜

桃

忌

』

の

ほ

う

が

名

前

は

カ

ッ

コ

い

い

看

護

師

、

助

産

師

と

続

け

て

資

格

を

取

っ

て

い

た

頃

、

「

最

終

的

に

は

何

に

な

り

た

い

の

？

」

と

看

護

学

校

の

同

期

来

ず

、

こ

の

ま

ま

で

は

感

染

に

無

防

備

な

の

で

専

用

の

治

療

室

に

隔

離

さ

れ

ま

し

た

。 

そ

れ

ま

で

の

症

状

に

加

え

、

口

唇

ヘ

ル

ペ

ス

・

口

内

炎

・

腎

盂

炎

・

異

型

肺

炎

と

、

一

日

中

点

滴

に

つ

な

が

れ

る

一

か

月

の

闘

病

生

活

が

続

ド

ラ

イ

バ

ー 

松

井

昭

人 

   

夢夢夢夢    

想想想想 
 

 
 

 
 

 
 

白

木 

多

実 
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久

下 

正

（

土

） 

一

昨

年

脳

梗

塞

に

な

っ

て

一

年

に

な

り

ま

し

た

。

左

側

マ

ヒ

に

な

っ

て

非

常

に

悔

し

い

思

い

を

し

て

お

り

ま

す

。

早

く

自

転

車

、

オ

ー

ト

バ

イ

に

乗

る

よ

う

に

頑

張

り

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

期

生

は

、

霞

ケ

浦

の

予

科

練

の

メ

ッ

カ

土

浦

航

空

隊

に

移

動

し

、

本

格

的

訓

練

が

開

始

さ

れ

ま

し

た

。 

激

し

い

カ

ッ

タ

ー

漕

ぎ

、

操

転

機

、

グ

ラ

イ

ダ

ー

等

の

訓

練

を

終

え

、

搭

乗

員

の

急

速

な

養

成

の

た

め

四

ヶ

月

も

早

く

卒

業

と

な

り

、

そ

の

前

に

、

新

兵

器

水

中

特

攻

（

回

天

）

水

上

特

攻

（

零

淨

）

へ

の

募

集

が

極

秘

裡

に

行

わ

れ

、

希

望

者

は

早

々

ど

こ

か

に

転

属

�

最

終

編

（

前

編) 

青

少

年

学

徒

出

陣

青

少

年

学

徒

出

陣

青

少

年

学

徒

出

陣

青

少

年

学

徒

出

陣    

昭

和

十

八

年

、

十

一

月

三

十

日

の

午

后

、

私

た

ち

入

隊

予

定

者

は

東

京

駅

前

の

広

場

に

集

合

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

二

日

前

に

近

く

の

神

社

に

武

運

長

久

の

祈

願

に

、

私

の

昭

和

史

（

最

終

編

）

 

島

田

島

田

島

田

島

田    

暎

一

暎

一

暎

一

暎

一    

あ
お
い
俳
壇

あ
お
い
俳
壇

あ
お
い
俳
壇

あ
お
い
俳
壇

・
歌
壇

・
歌
壇

・
歌
壇

・
歌
壇    

    年

末

の 

く

じ

運

試

し

て 

赤

南

天 

鍋

の 

お

で

ん

の

品

々 

こ

ゑ

な

ご

む 
 

富

寿

郎 

卒

寿

わ

れ 

思

い

さ

ま

ざ

ま 

去

年

今

年

（

こ

ぞ

こ

と

し

） 

生

き

て

い

る 

証

し

と

ば

か

り 

初

謡 

初

夢

は 

コ

ア

ラ

抱

く

亡

妻

（

つ

ま

） 

笑

う

顔 

富

士

を

背

に 

箱

根

駅

伝 

ド

ラ

マ

あ

り 
 

大

内

田

日

出

人 

練

が

始

ま

り

、

寒

い

と

エ

ン

ス

ト

等

の

事

故

も

あ

り

、

遂

に

三

月

、

特

攻

機

以

外

は

飛

行

訓

練

も

中

止

に

な

っ

た

の

で

す

。 

そ

れ

か

ら

間

も

な

く

米

艦

隊

の

接

近

で

艦

載

機

の

空

襲

も

あ

り

、

あ

る

日

多

数

の

グ

ラ

マ

ン

Ｆ

６

Ｆ

の

来

襲

を

受

け

、

味

方

の

０

戦

や

隼

が

撃

墜

さ

れ

遂

に

解

隊

と

な

っ

た

の

で

す

。

私

た

ち

は

直

ぐ

に

が

、

「

お

前

た

ち

よ

く

聞

け

、

飛

行

機

に

乗

っ

た

ら

死

ん

だ

と

思

え

、

失

敗

は

成

功

で

は

な

く

死

だ

」

と

気

合

を

い

れ

ら

れ

、

飛

行

場

の

隊

門

ま

で

衣

納

を

か

つ

い

で

駆

け

足

で

し

た

。

や

が

て

地

上

訓

練

か

ら

、

離

着

陸

の

飛

行

（

訓

練

）

作

業

が

始

ま

り

緊

張

の

連

続

と

な

り

ま

し

た

。 

二

ヶ

月

早

く

来

た

前

期

同

期

生

で

は

、

事

故

で

殉

職

し

ご

利

用

者

さ

ん

の 

紹

介

コ

ー

ナ

ー 
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